
番
号

学　　年

グループ名

月 ★ 主な学習内容 指導の工夫

○

○

・スクリーンに作業手
順を示すことで取り組
みやすくする。手順
書を配布する。

○

○

・写真、動画撮影
・データの活用と資料の作
成

・タブレット端末を操作し、動画を撮影
することができる。
・データを編集することができる。

・スクリーンに作業手
順を示すことで取り組
みやすくする。手順
書を配布する。

・画像編集、貼り付け ・必要な画像を選択したり、簡単に切り
抜いたりすることができる。

・やり方や手順をスク
リーンに映し、具体的
に説明する。
・手順書を配布する。

・実習を題材として扱
い、興味・関心を高め
る。

・情報関連機器使用につ
いてのルールとマナー

・機器の正しい使用法を習得する。 ・段階に応じてサイト
やワークシートを活用
する。

９
１０
１１
１２

・編集アプリケーショ
ンの活用

・カメラの活用

・卒業文集の作成

・編集
・発表

・音楽と文字を入れて、動画の編集操
作ができる。
・必要な情報をインターネットで画像検
索をして探すことができる。

４
５
６
７

・編集アプリケーショ
ンの活用

・カメラの活用

・実習先を調べよう

・情報モラル教育

・編集
・発表

・情報検索

○

○

○

・音楽を入れて、動画の編集操作がで
きる。
・必要な情報をインターネットで画像検
索をして探すことができる。

・スクリーンに作業手
順を示すことで取り組
みやすくする。手順
書を配布する。

・写真、動画撮影
・データの活用と資料の作
成

・卒業文集の作成

・校外学習先を調べ
よう

○

○

・タブレット端末を操作し写真を撮影す
ることができる。
・データを編集することができる。

・スクリーンに作業手
順を示すことで取り組
みやすくする。手順
書を配布する。

・必要になる現場実習先の基礎情報、
移動時間・経路等の情報を収集でき
る。

※タブレット端末を活用する予定の内容については、★欄に〇をつけています。

１
２
３

・画像編集、貼り付け ・必要な画像を選択したり、簡単に切り
抜いたりすることができる。

・やり方や手順をスク
リーンに映し、具体的
に説明する。
・手順書を配布する。

・情報検索 ・帝京大学八王子キャンパスまでの
ルートを地図アプリを使用して確認す
ることができる。

・やり方や手順をスク
リーンに映し、具体的
に説明する。
・手順書を配布する。

単元（題材）名

教科等名 情報 １グループ

ねらい
・情報関連機器の使い方や生活に役立つ活用の仕方について知る。
・問題解決のために必要な情報収集の仕方や情報機器の活用の仕方を身に付ける。
・適切に情報社会と関わることができる知識と態度を養う。

70 令和７年度七生特別支援学校年間指導計画

学　　部 高等部 ３年

〇奈良　恵理子　　高柳　彩子担当教員

予定授業時数

使用教科書

33

ねらい（評価の観点）



番
号

学　　年

グループ名

月 ★ 主な学習内容 指導の工夫

情報セキュリティ、個人情
報保護の学習

〇

〇

様々なアプリケー
ションの活用② ・卒業文集制作

・卒業制作

タイピング練習
・ローマ字入力での入力練
習

４
｜
９

様々なアプリケー
ションの基本的操作

・生活に役立つアプリの基
本的な操作方法について
の学習

・ローマ字入力で文字入力ができる。
・今までに情報で学んだことを活かして
卒業に向けた作品の制作ができる。

1
｜
３

・インターネットへの設定や
授業に必要なアプリへのロ
グイン方法を学ぶ

・設定する意味とその手順を理解でき
る。

１０
｜
１２

・情報セキュリティ機能やネット犯罪、
個人情報保護のための知識を身に付
ける。

様々なアプリケー
ションの活用①

情報モラル
・情報機器やインターネッ
トを活用する際のルールや
マナーの学習

・SNSの基本的知識や利用時の注意
点を知る。
・著作権について知る。

様々な設定とログイ
ン

・アプリの活用方法の学習

〇

・家計簿アプリや動画編集アプリケー
ションの操作に慣れ、活用できるように
なる。

情報セキュリティ

単元（題材）名

担当教員

予定授業時数

使用教科書

33

ねらい（評価の観点）

〇高柳　彩子　　榎本一慶

71 令和７年度七生特別支援学校年間指導計画

学　　部 高等部 ３年

教科等名 情報 ２グループ

ねらい
・情報技術の基礎的な技能を身に付ける。
・情報技術を適切に活用する力を身に付ける。
・情報社会に参画しようとする態度を養う。

※タブレット端末を活用する予定の内容については、★欄に〇をつけています。

・タブレット端末を使
い、自分のペースで
できるようにする。
・意欲的に取り組める
よう、生徒の興味関
心に応じた課題や、
生活に身近な課題、
学校生活や行事に関
わる課題を設定す
る。
・スクリーンを利用し
て手本ややり方をモ
ニターに映し、分かり
やすいようにする。
・必要に応じてローマ
字入力表や手順表を
配布する。
・生徒の習熟度・理
解度に合わせ、枠や
テンプレートを用意
する。

・データ管理アプリやプレゼンテーショ
ンアプリ、動画編集アプリケーションな
どの基本的な操作ができるようになる。

通
年

・ローマ字入力がスムーズにできるよう
になる。

〇


